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Kinship story interwoven by donor 
conception. 

 

配偶子提供が織りなす「親族の物語」 
 

Interviewee  
 

  Dr. Petra Nordqvist  
 
 
 

Q.  専門領域、これまでの研究について教え

てください。 

自分は社会学者で、質的な研究手法を

用いている。主に donor conception(DC)に

関わる家族へのインタビュー調査を行

い、社会学的観点からこの分野を研究し

て現在 10-15年になる。特に関心があるの

は、DCが関係性にどのようなインパクト

を与えているかということ。DCの影響

は、個々のカップルやドナーだけの問題

ではなく、家族のネットワークに流れ混

み、既成の人間関係のあり方を覆し、秘

密主義を誘発する可能性がある。 

この分野での研究を始めたとき、最初

に取りくんだのは家族を形成したレズビ

アンのカップルにインタビューすること

だった。その後、レシピエントの両親と

その家族へのインタビューのプロジェク

トを完了した。最近のプロジェクトで

は、卵子と精子のドナーに焦点を当て、

ドナーであることが日常生活や家族、人

間関係に与える影響について調査した。 
 
 

Q. インタビューをされていますが、その中で

印象に残った話、人物があれば教えてくださ

い。 

個人差があるが、家族のあり方にはい

くつかのパターンがある。 

拡大家族に焦点をあてたプロジェクト

で聞いた話が印象に残っている。精子ド

ナーを利用した異性カップルにインタビ

ューした際、妊娠を予定している母親

が、誰がそのことをいとこに伝えるかを

決めるための話し合いを持っていた(拡大

家族のメンバーに伝えるのは彼女の仕事

なのか？夫の仕事か？妹の仕事か？な

ど)。このことから、リプロダクティブス

トーリーは、依頼親と子どもだけのもの

ではなく、その兄弟姉妹、いとこ、叔父

叔母、祖父母などにも及ぶものであるこ

とがわかる。 

もうひとつ、配偶子ドナーの親族に行

ったインタビューで聞いた話も注目に値

する。自分が発見したのは、ドナーのパ

ートナーが、ドナー自身と同じくらい

か、あるいはそれ以上に、提供とその結

果に関心を寄せている場合もあるという

ことだった。祖父母もまた、孫が生まれ

る可能性に関心を持ち、希望を持ってい

ることも多い。 

ドナーの姉にインタビューしたことが

ある。姉は、ドナーになろうとする妹に

対して、自分が意見を言うべきではない

という葛藤を感じているようだった。彼

女は、ドナーの子供を自分の子供のいと

ことして見ているが、家族の成り立ち

上、このことを妹と話し合うことはでき

ないと思い、動揺していることがわかっ

た。 

ドナーは、ドナーになることをパート

ナーに話すことが多いが、親戚に対して

は色々な対応をとる。一人の兄弟姉妹に

だけ話すとか、兄弟姉妹には話すけど両

親には話さないとか。いったん話しをし

てしまったら、後戻りはできないので、

その状況に対処していくしかない。 

自分が知っている事例で、配偶子を提

供する/使用するという選択が家族に亀裂

を引き起こしたのはひとつだけ。しか

し、依頼親と祖父母との間で、情報をど

のように扱うかについての見解に違いが
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ある場合、緊張が生じ、その状態がつづ

くのが一般的だと考えられる。 

例えば、異性愛の両親は近い将来に子

どもがドナーから生まれたことをオープ

ンにすることを望むかもしれないが、祖

父母は子どもに負担をかけるので黙って

いるべきだと考えるかもしれない。ま

た、別の例では、両親が子どもに対して

精子ドナーを使って妊娠したことを知ら

せていても、祖父母が子どもに対して

「お父さんに似ているね」と言うような

こともある。 

このような場合、この状況をどう切り

抜けるかを考えるしかない。例えば、あ

るドナーの母親は、息子の精子から 14人

の子どもが生まれたが、「孫が欲しかっ

たけど、もっと具体的に言えばよかった

かな」と冗談半分に言っていた。それは

彼女なりの適応だった。 

 
  

Q. 精子提供や卵子提供で親になった人が

子供を持ってみて初めて直面した、色々な問

題にはどんなことがありましたか? どのように

対処していましたか? 

2005年にイギリスの法律が変わり、ド

ナーのアイデンティティの公開が義務づ

けられた。1990年代以降、親はドナーか

ら生まれたことを子どもに伝えるよう奨

励されてきたが、実際にどれだけの人が

伝えているかはわからない。自分の研究

では、ほとんどの人が子どもにオープン

にしている。 

1つの課題は、法律の建て付けに関する

こと。現在の法律では、ドナーから生ま

れた人だけに焦点が当てられている。特

に、彼らがドナーに関する情報にアクセ

スする権利に着目している。しかし、幼

い子どもにドナーから生まれたことを告

げたとき、その情報を誰と共有するかに

ついて、子どもは自覚的に決定できな

い。幼い子どもに配偶子提供について伝

えるのは難しいことだ。少人数だけに伝

えるのか、完全にオープンにするのか。

その知識に対してどこまで子どもが責任

を持つのか。これは、親を非常に悩ませ

る。出生の方法を聞いた子どもが、

「卵」を探して冷蔵庫を開けたり閉めた

りしたというような話を聞いたことがあ

る。 

家族は、周りの人たちが、子どもに対

して気まずい質問をしないように、協力

してほしいとできるだけ多くの人に伝え

るなど、事態をうまく操縦しなければな

らない。しかし、同時に、その知識はド

ナーから生まれた人のものであるとも言

われる。これは奇妙な緊張感を生み出し

ている。一方では、その経験は依頼親に

起こったことであり、他方では、その情

報は子どものものであり、プライベート

なことだから話すべきではないと言われ

るのだから。 

英国の法律は非常に個人主義的で、親

族関係を考慮していない(「親族の物語」

＝たくさんの人の間で相互につながった

物語)。これは、家族が DCをどのように

経験するのかをうまく扱うことができな

い。例えば、情報が自分の子どものもの

になった今、そのプロセスに何年も悩ん

だ末に、やっとドナーから子どもが生ま

れたことを友人に話すことに、親は罪悪

感を感じるべきなのかといったことがあ

る。 

また、英国の法律は、情報共有に際し

て、兄弟姉妹がいることを考慮していな

い。あるレズビアンのカップルに話を聞

いたことがある。彼女らは、ドナーの情

報を共有するかしないかは子どもが決め

ることだと考え、他の家族に対して情報

をガードしていた。しかし、同じドナー

を介してきょうだいが生まれたことで、

誰がその情報を管理するのかという疑問
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が生じた。例えば、きょうだいの一人が

ドナーについて知りたがっているのに、

もう一人がそうでない場合、どうしたら

いいのか？ 年上のきょうだいが 18歳に

なったらその情報にアクセスしたいの

に、きょうだいはまだ 18歳になっていな

い場合はどうしたらいいのか？このよう

な場合、誰がこのような話や知識を管理

するのか？ 

 
 

Q. 親にとって、日常生活の中で、「子供と遺

伝的繋がりがないこと」を思い出させる機会

は多いですか?  どのように対処していまし

たか? 

このテーマを直接研究したわけではな

いが、根底に不安があると見ている。両

親は、遺伝的なつながりがないことを補

うために、どのように生活を構築したら

よいかを考えているようだ。 

遺伝的な親でないことを補うといった

話をする親がいた。親であることを疑わ

れることに不安を感じ、親として「特別

良い人」であろうとする人もいた。例え

ば、卵子提供を受けたある母親は、赤ち

ゃんが落ち着かないとき、その理由が遺

伝上の母親でないからではないかと自問

自答し、不安になっていた。 

精子提供で妊娠出産したある異性愛カ

ップルは、遺伝上の親でないことを埋め

合わせるかのように、父親が子どもと多

くの時間を過ごせるように生活設計をし

ていた。 

家族間提供（例えば、家族の一人が他

の家族に配偶子を提供すること）でも緊

張が生じることがわかっている。例え

ば、特定のライフスタイルや特定の趣味

を奨励するなどして、ドナーの家族と自

分の家族の間に隔たりができるような子

育てをすることが多い。 

 

 

Q. 遺伝子中心主義(DNA神話)は、donor 

conceptionによって、ますます強まっていま

すか?   

これに対する明確な答えを持っていな

い。家庭生活のレベルでも、法的な観点

からも、非常にパラドキシカルで複雑

だ。 

スウェーデン国籍で、イギリス人のパ

ートナーとの間にドナーで妊娠出産した

子どもがおり、そのうちの一人は彼女と

遺伝的につながっているカップルがい

た。彼女は、遺伝的つながりのない子ど

もをスウェーデン国民として認めてもら

うために、5年にわたる法廷闘争に耐えて

きた。このように、家族がどのように行

動するかは、法律で認められていること

とは全く異なる場合があることが浮き彫

りになっている。 

DCの結果として現れる家族への親近感

には、遺伝的なつながりの有無とはほと

んど関係ないことがわかっている。遺伝

的要素は重要であると認識されることも

あるが、そうでないこともある。例え

ば、パートナーと、(治療費を賄うため)匿

名のレシピエントに卵子を提供したレズ

ビアンの女性にインタビューしたことが

ある。卵子ドナー自身は、提供から生ま

れた子どもに特に関心を持っていなかっ

たが、彼女のパートナーは非常に興味を

示していた。このようにドナーのパート

ナーがドナー自身よりもドナーの子ども

に興味を示している例を複数知ってい

る。 

ダブルドナー(精子と卵子の提供を受

け、子どもとの遺伝的つながりが全くな

い)で妊娠出産した女性にもインタビュー

した。彼女は息子を産んだ後に残った胚

があったが、自分の遺伝子ではなく、息

子と同じ遺伝子を持つ胚に大きな感情的

つながりを感じた。これは、つながりの
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感覚は必ずしも個人の遺伝的つながりと

結びついているわけではないことを示し

ている。 

特に卵子ドナーは、子供の母親となる

レシピエントに親近感を抱く傾向があ

る。ドナーから見て自分と遺伝的につな

がった子どもではなく、卵子を受け入れ

た女性にもっと関心を持つ場合があると

いうこと。 

これらの例では、強いつながりの感覚

を生じているが、それは遺伝子のつなが

りに基づいていない。 
 
 

Q. 現代人にとって、遺伝的関係があるという

ことは無視できないものでしょうか?  遺伝的

に関係がある人々を知り、彼らとつながらな

ければならないという観念がありますか? 

そのような証拠はインタビューから示

されていない。とはいえそれは意味のあ

る知識であり、自分が何者であるかを知

ることであるという理解が、イギリス文

化の一部であることは間違いない。 

自分がインタビューしたドナーの多く

は 2005年以降に提供をしたことによるオ

ープンドナーで、彼らに共通する信念

は、あらゆるつながりを求めるのはドナ

ーから生まれた人であるべきで、彼ら(ド

ナー)は受け身なアプローチをとるべきだ

ということである。 

英国の文化では、遺伝的な関係を調べ

るという考え方に対して大きな自由裁量

がある。ある卵子ドナーは、提供精子で

双子を産んだが、彼女の卵子を受け取っ

た人もまた双子を産んでいたことがわか

った。彼女の子どもの一人はドナーきょ

うだいに会うことにとても興味を示して

いたが、もう一人はそうではなかった。

そのことをどう理解するかは人それぞれ

で柔軟性がある。関係を求めないことを

選択しても、道徳的に非難されることは

ない。 

 

Q. 18歳までドナーのアイデンティティを知る

ことができないということは、子供や親にとっ

て、どのようなインパクトをもたらしますか?   

10年前に行った親に関する研究では、

このような問いを含んでいなかった。ド

ナーが誰で、どんな人なのかを知りたい

から、知り合いにドナーを依頼した人た

ちがいた。この選択は、脅威とは受け取

られず、当時は多くの人がクリニックに

行けなかったという事実を反映してい

る。知っている人にドナーを頼むという

のは当時、それが唯一の選択肢だった。 

特に精子提供を利用した異性カップル

の間では、ドナーが脅威として立ちはだ

かった。ある男性にインタビューした

が、彼はドナーが現れて「自分の場所を

奪う」ことを恐れていた。だから、少な

くとも子どもが 18歳になるまでドナーの

アイデンティティがわからないという事

実は、彼にとって安心材料であると同時

に脅威でもあった。 

2005年に法律が変わったとき、ドナー

から生まれた人がこの時点で情報にアク

セスできる可能性はかなり低かったが、

今はもうそんなことはない。自分がイン

タビューした人の多くは、子どもがまだ

幼かったので、まだそのようなプレッシ

ャーはなかったが、これは変化している

かもしれない。 

18歳でドナー情報を入手するのか、そ

れともそれ以前に入手するのか、どちら

が子どもの最善の利益になるのかという

議論がなされてきた。それよりずっと前

に DNA検査をする家族もいる。最初の集

団が成人に達した後、クリニックがドナ

ー情報の公開をどのように考えるか、興

味深い。2023年が目前に迫っているが、

リクエストに対応するための現実的なリ
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ソースは非常に少ない。DCの新しいフェ

ーズは、かなり未知数な面を含んでい

る。 

 

 

Q.出自を知る権利は、今後、イギリスにおい

て、拡大する可能性がありますか (例. ドナー

が子供を知る権利など) ?  

このテーマについては、消費者向け

DNA検査のブームによって、ドナー登録

システムや 18歳までのドナーの匿名性の

確保が難しくなっていることも反映し

て、議論が進んでいる。完全に廃止すべ

きとの意見もあり、ひょっとするといず

れ何らかの法改正が行われる可能性があ

る。 

血縁に基づくモデルには多くの利点が

あると考えている。すなわち、より柔軟

な枠組みで、より多くの人々に、より多

くの方法で情報を入手することができる

ようにするという意味。例えば、人々が

互いの同意によってつながる手段を定式

化する(臓器提供者の家族とレシピエント

の家族がつながることができるのと同じ

方法など)。臓器提供者が亡くなった場

合、登録されたいと思うドナーの家族(祖

父母など)もいるだろう。ドナーから生ま

れた人に対しても同じような形でつなが

る手段を確保するということ。 

DCを行う際、アイデンティティを公開

しているドナーが賞賛される一方で、知

り合いからのドネーションは「いかがわ

しい親類」のように見られている。にも

かかわらず、この 2つの間にはしばしば

重なりがある。ドナーによっては、どち

らか一方から始めて、もう一方に移行す

る人もいる。知り合いからのドナーに関

する議論は、一変する可能性がある。 

 
 

Q. 遺伝的繋がりがない親は、親としてのアイ

デンティティ、自分の立場をどのように維持し

ようとしていますか? 色々な場面で、喪失感

に直面させられますか?   

この要素に対処するのが簡単な親とそ

うでない親がいるように思われる。若く

して不妊症と診断され、ずっと前から不

妊症と折り合いをつけている親もいた。

くよくよせず、「これが私の家族なの

だ」などと言っていた。自分を責めるこ

ともなく、喪失感を表現することもなか

った。それに対して、何年もトラウマに

なるような不妊治療に耐えてきた人たち

にとっては、その話はかなりつらいもの

であるかもしれない。親であることを主

張するのは誰なのか、例えば、誰かが突

然やってきて親の地位が奪われるのでは

ないか、といった疑いが彼らの心の中に

生まれていた。 

ドナー精子で妊娠出産したある女性

は、自分の子どもが自分に似ていること

を楽しんでいるが、夫の前ではそのこと

を言わなかった。夫を嫌な気持ちにさせ

たくなかったから。 

レズビアンのカップルは、子どもを持

つことを喪失ではなく、ポジティプなこ

ととして考える傾向がある。 
 
 

Q. これから取り組みたい研究 

将来的には、ドナーではなく、ドナー

から生まれた人の経験について研究を行

いたいと考えている。例えば、ドナーか

ら生まれたことを知らされたとき、それ

をどのように経験し、記憶しているか、

その情報を自分の個人的な生活(例えば学

校)の中で他の人と共有するか、しないの

か。いつどのように共有するか、その結

果、共有したことを後悔するか。秘密に

するのか、誇りをもって共有するか、な

ど。子どもが自分で情報を管理すること
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が強調されているが、これは実際には非

常に複雑なことだ。以前の研究で、2つの

家族に提供したドナーがいた。一方の家

族は DCのことを秘密にしていたが、もう

一方は非常にオープンだった。これは管

理しにくいことだった。 
 
 

 (2022年 9月) 
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